
首都高速道路の交通事故等について

保全・交通部 防災・交通管理室



年度別事故・車両故障発生件数及び通行台数

平成12年度
15,390件

平成30年度
9,940件

昭和63年度
9,673件



交通事故の発生状況（平成３０年度）

❒事故発生件数 ９,９４０件 （2７件/1日）

・・・・東京西局５,１９２件

・・・・東京東局３,３９５件

・・・・神奈川局１,３５３件

➣追 突 ４,６５７件（４６.９％）

➣車両接触 ２,８５３件（２８.７％）

➣施設接触 １,６５３件（１６.６％）

➣そ の 他 ６９８件（７.０％）

➣横転転覆 ７９件（０.８％）

・このうち、人身事故は ８３８件（約 ８％） 638件（8%）

・月別では、９月が1,048件と最も多く発生

・死亡事故は７件（7名）うち二輪車の死亡事故は２件発生

・事故処理が3時間以上となった事案は19件発生 15件

令和元年12月末まで

令和元年12月末まで



●令和元年度、二輪車が原因者となる事故は133件発生し、うち6件が死亡事故

となっています（1/22現在）

❒事故発生の主な原因

➣速度超過

➣車間距離

➣急な車線変更

❒二輪車事故防止への取り組み

➣各種イベントにおいて事故防止啓発活動

➣二輪車安全普及協会へメルマガでの広報

➣講習会にてバイク隊による模範走行

二輪車の事故について
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●車両火災に伴う本線通行止め平均時間 約３時間３０分

❒車両故障、車両火災への取り組み

➣故障による車両火災から多重死亡事故へ発展
したことから運行前点検励行の啓発を継続
➣日本自動車タイヤ協会と合同で空気圧チェック等の
キャンペーンを予定
➣ラジオ、インターネットを活用した広報
➣高速路線バスへラッピング広告
➣ＮＥＸＣＯと連携した広報
➣マスコミへの積極的な取材働きかけ
（ＴＢＳテレビ・読売新聞・朝日新聞）

事故⇒車両火災 車両火災（故障等） 車両火災総件数

令和元年　※1/25現在 2件 17件 19件

平成30年 6件 17件 23件

平成29年 4件 13件 17件

内訳
年　度


